
南

方
（
そ
の
他
）
　 

パ
レ
ン
バ
ン
高
射
砲
第
百
一
連
隊

終
戦
後
は
キ
ャ
ン
プ
勤
務
　 

鳥
取
県
　
畑
豊
　 

私
は
大
正
十
一
年
七
月
七
日
、
鳥
取
県
西
伯
郡
淀
江
町
大
字

淀
江
六
二
九
番
地
で
、
農
家
の
長
男
（
妹
一
人
）
と
し
て
生
ま

れ
ま
し
た
。
昭
和
十
七
年
徴
集
兵
と
し
、
米
子
で
兵
隊
検
査
を

受
け
甲
種
合
格
、
防
空
兵
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
と
こ

ろ
が
入
隊
期
変
更
と
な
り
、
昭
和
十
八
年
四
月
五
日
大
阪
の
西

第
六
国
民
学
校
集
合
の
命
令
が
あ
り
、
そ
こ
で
軍
服
に
着
替
え
、

旅
館
に
分
宿
し
た
の
で
す
。

我
々
初
年
兵
は
三
百
名
く
ら
い
で
し
ょ
う
、
第
十
師
団
管
区

の
鳥
取
・
岡
山
・
兵
庫
出
身
者
で
す
。
部
隊
は
加
古
川
の
高
射

砲
第
三
連
隊
だ
が
、
中
支
南
京
で
防
空
第
百
一
連
隊
と
な
っ
て

い
た
が
、
七
・
五
ミ
リ
の
高
射
砲
（
船
舶
高
射
砲
輸
送
船
に
乗

る
）
を
も
っ
て
、
ジ
ャ
ワ
上
陸
作
戦
に
参
加
し
た
部
隊
で
し
た
。

軍
歴
履
歴
書
（
現
地
部
隊
長
発
行
）
に
よ
る
と
、
昭
和
十
八

年
四
月
五
日
、
現
役
兵
と
し
大
阪
集
合
。
同
二
十
七
日
、
大
阪

港
出
発
。
五
月
二
日
、
■
淞
出
港
、
馬
港
要
港
・
西
貢
（
サ
イ

ゴ
ン
）
寄
港
。
六
月
一
日
、
昭
南
（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
）
出
港
。

五
日
、
パ
レ
ン
バ
ン
上
陸
。
六
日
、
防
空
百
一
連
隊
入
隊
、
同

日
連
隊
本
部
に
編
入
…
と
あ
り
ま
す
。

部
隊
は
後
に
高
射
砲
第
百
一
連
隊
と
な
り
、
パ
レ
ン
バ
ン
防

衛
司
令
部
直
轄
で
、
通
称
号
は
「
司
」
部
隊
か
ら
「
富
」
部
隊

第
二
五
軍
に
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

初
年
兵
教
育
は
六
月
か
ら
三
カ
月
間
基
本
教
育
で
、
私
は
本



部
要
員
と
し
て
の
業
務
も
し
て
い
て
、
観
測
・
監
視
・
通
信
・

無
線
と
分
業
教
育
を
受
け
る
の
で
す
。
教
育
期
間
中
は
初
年
兵

だ
け
の
集
合
教
育
で
し
た
が
終
了
す
れ
ば
古
参
兵
の
い
る
内
務

班
に
入
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
こ
ろ
、
東
條
陸
軍
大
臣
（
参
謀

総
長
兼
務
）
が
視
察
に
来
ら
れ
た
。
何
し
ろ
、
黄
色
い
将
官
旗

が
四
本
、
自
動
車
に
つ
い
て
い
る
の
で
、
ビ
ッ
ク
リ
し
た
こ
と

を
今
で
も
記
憶
し
て
い
ま
す
。

「
油
一
滴
血
の
一
滴
」
と
い
わ
れ
た
当
時
の
こ
と
で
す
。「
大

東
亜
戦
争
は
石
油
に
よ
り
始
ま
り
、
石
油
に
よ
り
終
わ
る
」
と

い
う
ほ
ど
、
こ
の
パ
レ
ン
バ
ン
に
い
る
石
油
部
隊
が
最
重
要
な

任
務
を
持
っ
て
い
た
の
で
す
。
そ
れ
を
守
る
の
が
、
我
が
高
射

砲
部
隊
で
し
た
。
そ
の
た
め
の
、
東
條
大
将
の
検
閲
だ
っ
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
我
々
初
年
兵
は
前
列
、
古
参
兵
は
後
列
、

騎
兵
銃
は
三
人
に
一
人
が
持
ち
、
通
信
、
観
測
・
監
視
班
と
検

閲
を
受
け
、

東
條
陸
相
の
訓
示
を
緊
張
の
う
ち
に
受
け
ま
し
た
。

あ
の
、
独
特
の
声
は
今
も
残
っ
て
い
ま
す
し
、
パ
レ
ン
バ
ン
防

衛
隊
の
任
務
の
重
さ
も
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
当
時
、
最
新
鋭
の
十
二
セ
ン
チ
高
射
砲
六
門
が
配
備
さ

れ
た
の
で
す
。
弾
丸
は
野
戦
重
砲
と
同
じ
よ
う
な
も
の
で
、
薬

莢
を
入
れ
れ
ば
、
我
々
の
身
長
く
ら
い
の
一
五
〇
～
一
六
〇
セ

ン
チ
は
あ
り
ま
し
た
。
パ
レ
ン
バ
ン
防
空
戦
闘
配
置
図
（
畑
氏

は
「
丸
」
掲
載
の
昭
和
二
十
年
一
月
二
十
四
日
、
第
一
次
戦
闘

経
過
概
要
図
を
示
し
つ
つ
説
明
）
に
よ
る
と
、
高
射
砲
第
一
〇

一
連
隊
の
第
一
・
二
・
三
・
四
・
五
中
隊
は
高
射
砲
、
第
六
中

隊
は
和
蘭
の
■
獲
兵
器
、
第
七
・
八
・
九
中
隊
は
照
空
隊
。
そ

の
前
に
前
線
監
視
隊
が
あ
り
、
中
央
に
連
隊
本
部
。
■
獲
兵
器

操
作
隊
員
の
中
に
は
現
地
人
兵
補
（
志
願
兵
）
が
若
干
お
り
ま

し
た
。

敵
機
の
目
標
と
す
る
製
油
所
は
ム
シ
河
河
畔
で
支
流
コ
メ
リ

ン
河
を
挾
ん
で
東
岸
に
第
二
、
西
岸
に
第
一
製
油
所
が
あ
る
。

我
が
連
隊
は
第
一
製
油
所
の
南
と
東
に
配
備
。
高
射
砲
第
一
〇

三
連
隊
は
第
二
製
油
所
警
備
。
第
一
〇
二
連
隊
は
ム
シ
河
北
、

防
衛
司
令
部
周
辺
に
位
置
さ
れ
て
い
る
。

我
が
連
隊
は
、
ス
マ
ト
ラ
派
遣
、
富
（
第
二
五
軍
）
第
一
〇

三
六
七
部
隊
・
当
初
は
防
空
第
百
一
連
隊
と
し
て
編
成
、
昭
和

十
二
年
兵
（
大
正
六
年
生
）
は
善
通
寺
（
第
十
一
師
団
）

、
姫

路
（
第
十
）

、
広
島（
第
五
）
の
野
砲
そ
の
他
を
集
め
、
中
支

の
南
京
で
防
空
隊
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
し
た
。



私
は
、
通
信
（
有
線
）
で
、
五
百
メ
ー
ト
ル
の
被
覆
線
を
六

人
一
グ
ル
ー
プ
で
、
送
信
・
受
信
・
電
話
機
と
受
け
持
ち
、
五

百
メ
ー
ト
ル
ご
と
に
接
続
し
て
い
く
の
で
す
。
な
か
な
か
の
重

作
業
で
す
が
、
こ
れ
に
よ
り
中
隊
と
連
隊
本
部
と
の
連
絡
を
す

る
わ
け
で
す
。
他
連
隊
間
は
無
線
で
す
が
、
敵
や
ス
パ
イ
に
も

傍
受
さ
れ
る
の
で
、
夜
間
、
光
の
信
号
―
暗
号
式
の
点
滅
で
通

信
し
ま
す
。
相
手
同
志
で
光
芒
を
合
わ
せ
、
出
す
方
と
受
け
る

方
、
高
い
所
か
ら
低
い
方
へ
、
高
い
所
同
志
と
。

終
戦
近
く
な
る
と
ス
パ
イ
が
曳
光
弾
を
揚
げ
、
我
が
部
隊
の

位
置
を
敵
に
知
ら
せ
て
い
た
。
そ
れ
は
華
僑
が
多
か
っ
た
（
蒋

介
石
軍
と
つ
な
が
っ
て
い
る
）
が
、
逆
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
は

協
力
的
で
あ
っ
た
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
に
は
和
蘭
を
倒
し
て
独

立
の
目
的
が
あ
っ
た
。
開
戦
時
の
パ
レ
ン
バ
ン
落
下
傘
降
下
部

隊
に
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
現
地
人
が
協
力
、
和
蘭
兵
の
位
置
を

知
ら
せ
た
り
、
攻
撃
を
し
た
と
い
う
。

私
が
勤
務
し
て
い
た
当
初
は
製
油
所
も
活
発
に
生
産
・
精
油

を
し
、

ム
シ
河
か
ら
タ
ン
カ
ー
で
内
地
へ
輸
送
し
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
を
防
衛
す
る
た
め
三
個
連
隊
の
気
球
大
隊
が
、
製
油
所
の

周
り
を
阻
塞
気
球
を
揚
げ
て
囲
ん
だ
。
こ
の
気
球
の
目
的
は
敵

機
の
来
襲
防
止
に
あ
る
が
、
そ
れ
よ
り
も
、
そ
こ
に
存
在
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
の
脅
威
感
を
与
え
る
方
が
は
る
か
に
大
き
い
と

い
い
ま
す
。
だ
か
ら
策
に
ひ
っ
か
か
っ
て
落
ち
る
と
い
う
の
で

す
。空

襲
は
当
初
は
偵
察
に
来
て
い
た
が
、
本
格
的
に
な
っ
た
の

は
昭
和
二
十
年
一
月
か
ら
で
し
た
。
連
合
軍
の
艦
爆
連
合
で
の

攻
撃
で
す
。
先
に
Ｂ29

が
偵
察
し
、
航
空
写
真
を
撮
っ
て
い
っ

た
ら
し
い
。
そ
の
前
に
は
、
艦
載
機
が
イ
ン
ド
洋
方
面
か
ら
来

た
と
い
う
情
報
は
あ
り
ま
し
た
が
。

昭
和
二
十
年
一
月
二
十
四
日
の
空
襲
の
状
況
に
つ
い
て
畑
さ

ん
は
郷
土
の
戦
争
体
験
「
戦
雲
、
私
の
証
言
」
の
中
で
、
次
の

よ
う
な
手
記
を
記
述
さ
れ
て
い
る
。

「
私
は
昭
和
十
七
年
現
役
（
防
空
兵
）
と
し
て
南
方
ス
マ
ト

ラ
島
パ
レ
ン
バ
ン
に
現
地
入
隊
。「
油
の
一
滴
は
血
の
一

滴
」
新
し
き
日
本
の
動
脈
と
い
わ
れ
た
石
油
源
を
死
守
せ
よ

と
命
ぜ
ら
れ
た
の
が
高
射
砲
（
七
セ
ン
チ
砲
）
三
個
連
隊
で

あ
る
。
そ
の
中
の
私
の
所
属
部
隊
に
十
二
セ
ン
チ
砲
六
門
が

配
置
さ
れ
た
。



こ
の
砲
は
わ
が
国
最
新
鋭
の
高
射
砲
で
、
空
の
要
塞
Ｂ29

の
初
空
襲
で
三
機
を
落
し
て
い
る
。
し
か
し
二
十
年
一
月
二

十
四
日
の
戦
爆
連
合
の
大
空
襲
に
は
こ
の
精
鋭
砲
も
量
に
負

け
製
油
所
二
カ
所
や
ら
れ
、
ま
た
隣
の
一
中
隊
で
は
戦
闘
の

激
し
さ
が
砲
の
装
填
ミ
ス
を
誘
い
砲
身
の
さ
く
裂
、
分
隊
全

員
が
即
死
し
た
。

私
は
そ
の
さ
く
裂
音
を
本
部
隣
地
で
聞
き
、
駆
け
つ
け
た

が
戦
友
の
姿
は
見
る
こ
と
が
で
き
ず
陣
内
は
散
乱
し
て
い
た
。

幸
い
に
も
私
は
無
事
に
生
き
延
び
て
故
郷
の
土
を
踏
む
こ

と
が
で
き
た
が
、
国
の
た
め
尊
い
犠
牲
と
な
っ
た
戦
友
た
ち

を
し
の
ぶ
と
き
、
三
十
年
前
の
あ
の
悲
惨
な
状
況
は
今
で
も

脳
裏
に
焼
き
付
い
て
離
れ
な
い
」

こ
の
と
き
、
応
戦
し
た
我
が
連
隊
の
高
射
砲
は
、
■
獲
し
た

ピ
ッ
カ
ー
ス
砲
を
合
わ
せ
る
と
約
四
十
門
で
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
集
中
砲
火
に
よ
り
、
私
の
証
言
に
あ
る
ご
と
く
威
力
を
発
揮

し
、
三
機
を
撃
墜
し
た
が
、
何
し
ろ
、
敵
機
動
部
隊
は
戦
爆
合

わ
せ
百
三
、
四
十
機
で
あ
り
、
衆
寡
敵
せ
ず
第
一
製
油
所
は
火

災
を
起
こ
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

従
来
の
七
セ
ン
チ
高
射
砲
の
有
効
射
撃
距
離
は
五
～
六
キ
ロ
、

高
度
六
千
メ
ー
ト
ル
だ
っ
た
の
で
装
甲
が
厚
く
、
超
高
空
度
飛

行
の
Ｂ29

に
対
し
て
は
無
力
で
し
た
。
し
か
し
、
十
二
セ
ン
チ

砲
は
高
度
約
一
万
メ
ー
ト
ル
、
威
力
圏
八
～
十
キ
ロ
だ
か
ら
、

連
隊
員
の
Ｂ29

に
対
す
る
挑
戦
意
欲
は
ま
す
ま
す
強
く
な
り
、

三
機
撃
墜
の
戦
果
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

昭
和
二
十
年
に
な
る
と
南
方
軍
の
戦
況
も
悪
化
し
、
ビ
ル
マ

が
危
な
く
な
り
、
イ
ン
パ
ー
ル
戦
よ
り
撤
退
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
我
が
部
隊
も
、
馬
来
半
島
へ
転
進
を
命
ぜ
ら
れ
、

高
射
砲
隊
一
個
連
隊
は
逆
に
ビ
ル
マ
ま
で
北
上
し
ま
し
た
。

我
々
も
、
終
戦
直
前
の
八
月
一
日
、
パ
レ
ン
バ
ン
出
港
、
六

日
昭
南
上
陸
、
馬
来
鉄
道
北
上
、
泰
緬
鉄
道
で
前
進
中
止
の
命

令
が
下
り
ま
し
た
。
無
蓋
貨
車
に
は
高
射
砲
、
有
蓋
貨
車
に
は

弾
薬
類
や
、
紙
幣
も
積
ん
で
い
た
が
、
八
月
十
五
日
終
戦
の
詔

勅
が
下
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
馬
来
鉄
道
を
南
下
し
ま
し
た

が
、
昭
南
へ
着
く
途
中
、
ク
ア
ラ
ン
プ
ー
ル
で
共
産
軍
に
よ
り

線
路
が
外
さ
れ
進
め
な
く
な
り
ま
し
た
。
彼
ら
は
、
砲
を
く
れ

れ
ば
線
路
を
継
ぐ
と
部
隊
長
に
言
う
の
で
、
高
射
砲
の
水
平
、

○
分
角
射
撃
を
し
よ
う
と
「
撃
ち
か
た
」
の
準
備
を
し
た
。



こ
れ
で
共
産
軍
も
退
却
し
た
。
私
は
本
部
な
の
で
、
本
部
、

第
一
中
隊
、
照
空
中
隊
が
第
一
挺
団
と
な
り
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を

出
た
。
第
一
〇
一
連
隊
は
馬
来
へ
と
移
転
命
令
が
出
て
、
第
三

挺
団
の
後
は
終
戦
と
な
り
、
再
び
パ
レ
ン
バ
ン
へ
と
い
う
こ
と

で
し
た
。
何
し
ろ
移
動
中
で
の
終
戦
で
し
た
か
ら
、
第
一
、
第

二
挺
団
が
馬
来
半
島
の
泰
緬
国
境
―
ク
ァ
ラ
ン
プ
ー
ル
か
ら
南

下
、
飛
行
場
の
あ
っ
た
ク
ル
ア
ン
ま
で
来
ま
し
た
ら
、
英
軍
が

昭
南
島
に
上
陸
し
た
た
め
、
我
が
部
隊
は
ク
ル
ア
ン
集
結
を
連

合
軍
よ
り
命
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。

我
々
は
、
ク
ル
ア
ン
の
第
三
キ
ャ
ン
プ
に
駐
屯
し
、
は
か
ら

ず
も
戦
犯
と
か
通
過
部
隊
の
検
問
を
さ
せ
ら
れ
た
の
で
す
。
日

本
軍
の
我
々
が
連
合
軍
の
命
令
で
、
日
本
軍
将
校
を
検
問
す
る

と
い
う
要
員
に
な
っ
た
わ
け
で
し
た
。
高
射
砲
第
一
〇
一
連
隊

の
我
々
二
十
八
人
は
復
員
す
る
昭
和
二
十
一
年
六
月
ま
で
、
各

方
面
か
ら
集
結
す
る
部
隊
の
誘
導
や
検
問
を
し
て
い
た
の
で
あ

り
ま
す
。

本
隊
は
レ
ン
バ
ン
島
、
ガ
ラ
ン
島
に
収
容
さ
れ
、
そ
こ
で
自

活
生
活
の
た
め
漁
労
、
タ
ピ
オ
カ
栽
培
を
し
て
生
活
し
た
の
で

す
。
レ
ン
バ
ン
島
は
初
め
は
食
糧
の
補
給
も
ほ
と
ん
ど
な
く
、

野
生
植
物
を
採
っ
て
食
べ
、
塩
は
海
水
か
ら
取
り
、
マ
ラ
リ
ヤ

や
栄
養
失
調
で
苦
し
み
「
恋
飯
島
」
と
も
い
わ
れ
た
所
で
す
。

私
た
ち
八
人
は
第
一
〇
一
連
隊
の
中
か
ら
選
ば
れ
思
い
が
け

ず
、
運
と
申
し
ま
す
か
、
ク
ル
ア
ン
第
三
キ
ャ
ン
プ
隊
長
相
川

要
左
衛
門
大
佐
の
配
下
と
な
り
ま
し
た
。
食
糧
な
ど
は
英
軍
の

配
給
（
携
帯
食
糧
に
は
ミ
ル
ク
、
ビ
ス
ケ
ッ
ト
、
缶
詰
、
煙
草

な
ど
が
入
っ
て
お
り
、
英
軍
は
い
い
物
を
食
べ
て
い
る
な
と
、

思
い
ま
し
た
）
を
受
け
つ
つ
、
毎
日
、
海
軍
だ
、
軍
属
だ
、
民

間
人
と
検
問
を
し
て
い
ま
し
た
。
検
問
で
パ
ス
す
れ
ば
ホ
ワ
イ

ト
キ
ャ
ン
プ
へ
入
り
、
戦
犯
容
疑
者
や
、
情
報
関
係
者
、
憲
兵

と
か
、
現
地
人
の
面
通
し
で
の
容
疑
者
は
ブ
ラ
ツ
ク
キ
ャ
ン
プ

入
り
で
あ
る
。
そ
こ
へ
何
日
か
入
れ
ら
れ
、
容
疑
が
晴
れ
る
と

出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

検
問
班
に
は
警
備
隊
か
ら
勤
務
者
が
出
た
。
我
々
も
十
カ
月

も
勤
務
し
た
の
で
相
川
隊
長
に
交
代
さ
せ
て
も
ら
う
よ
う
頼
ん

だ
。
こ
の
第
三
キ
ャ
ン
プ
の
位
置
は
、
馬
来
半
島
東
海
岸
、
昭

南
島
（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
）
よ
り
約
八
〇
マ
イ
ル
（
約
一
二
九
キ

ロ
）
北
部
に
あ
る
。
先
に
も
申
し
ま
し
た
よ
う
に
ク
ル
ア
ン
飛

行
場
（
九
九
式
双
発
軽
爆
撃
隊
）
に
設
置
さ
れ
て
い
て
、
私
は



相
川
大
佐
の
伝
令
を
し
て
い
ま
し
た
。
周
囲
状
況
を
申
し
ま
す

と
、
夜
は
虎
の
遠
吠
え
が
聞
こ
え
る
の
で
、
襲
わ
れ
な
い
よ
う

に
焚
火
を
た
い
て
い
る
。
や
は
り
マ
レ
ー
だ
な
と
思
わ
れ
る
所

で
し
た
。

昭
和
二
十
一
年
六
月
十
五
日
、
我
々
二
二
個
部
隊
（
（
海
軍
・

軍
属
・
邦
人
な
ど
）
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
出
帆
し
た
の
で
す
が

途
中
、
台
湾
沖
で
台
風
に
遭
い
一
時
バ
ッ
ク
し
、
六
月
二
十
七

日
よ
う
や
く
大
竹
へ
上
陸
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
二
日
間

で
復
員
の
手
続
を
し
、
帰
郷
の
距
離
に
応
じ
た
食
糧
を
も
ら
い

出
発
し
た
の
で
す
が
、
そ
の
時
間
に
は
山
陰
線
の
列
車
は
な
い

の
で
岡
山
に
一
泊
し
帰
宅
し
ま
し
た
。

思
い
出
せ
ば
、
パ
レ
ン
バ
ン
爆
撃
の
と
き
は
、
各
中
隊
か
ら

の
有
線
連
絡
は
地
下
壕
で
通
信
勤
務
を
し
て
い
ま
し
た
。
製
油

所
が
燃
え
た
時
は
防
空
隊
本
部
に
お
り
、
高
射
砲
隊
の
所
と
も

離
れ
て
い
た
の
で
、
直
接
被
害
を
受
け
る
こ
と
な
く
済
み
ま
し

た
。
通
信
隊
は
有
線
電
話
も
無
線
も
地
下
壕
で
し
た
の
で
、
地

上
の
空
襲
状
況
を
直
接
見
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

爆
発
の
震
動
は
激
し
く
、
そ
の
惨
状
は
膚
や
耳
で
感
じ
て
い
ま

し
た
。
戦
友
は
、
砲
中
隊
は
と
心
配
し
た
と
お
り
、
地
上
の
高

射
砲
隊
は
ほ
と
ん
ど
や
ら
れ
た
。
敵
機
は
我
が
陣
地
や
製
油
所

な
ど
を
偵
察
、
そ
の
航
空
写
真
に
よ
り
正
確
に
攻
撃
し
ま
す
。

な
に
し
ろ
、
Ｂ29

は
高
々
度
で
飛
行
す
る
の
で
、
夜
間
爆
音

は
あ
っ
て
も
、
照
空
灯
の
光
芒
を
三
点
合
わ
せ
る
こ
と
は
な
か

な
か
困
難
で
し
た
。
敵
機
は
上
か
ら
爆
弾
を
落
す
の
だ
か
ら
防

護
は
大
変
、
そ
れ
に
一
万
メ
ー
ト
ル
も
の
高
度
で
は
、
ほ
と
ん

ど
撃
墜
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
ど
こ
か
の
中

隊
が
落
し
た
Ｂ29

に
は
女
性
の
通
信
士
が
乗
っ
て
い
た
と
聞
い

て
い
ま
す
。

帰
還
す
る
前
の
昭
和
二
十
一
年
新
春
に
、
相
川
隊
長
か
ら

「
新
玉
の
年
を
迎
え
て
雄
々
し
く
も

修
め
固
め
よ
永
久
の
礎
」

と
の
墨
痕
鮮
や
か
な
一
首
を
記
念
と
し
て
い
た
だ
き
、
今
日
も

往
時
を
偲
ん
で
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
私
は
幸
い
に
も
生
還
で

き
ま
し
た
が
、
あ
の
パ
レ
ン
バ
ン
で
石
油
施
設
を
守
り
つ
つ
、

空
襲
に
よ
り
多
く
の
戦
友
を
失
っ
た
こ
と
は
永
遠
に
忘
れ
る
こ

と
は
で
き
ず
、
御
冥
福
を
祈
り
つ
つ
「
永
久
の
礎
を
修
め
固
め
」

を
誓
っ
て
お
り
ま
す
。



【
解

説
】

―
パ
レ
ン
バ
ン
高
射
砲
第
百
一
連
隊
―

体
験
聴
取
証
言
者
の
畑
氏
は
冒
頭
、
戦
記
資
料
雑
誌
「
丸
」

に
掲
載
さ
れ
た
「
パ
レ
ン
バ
ン
防
空
隊
の
戦
闘
」
に
つ
い
て
話

さ
れ
た
」

。
そ
の
状
況
を
南
方
燃
料
石
油
部
隊
資
料
に
よ
っ
て

解
説
を
す
る
。

一
、
パ
レ
ン
バ
ン
初
空
襲
、
昭
和
十
九
年
八
月
十
一
日
払
暁
、

パ
レ
ン
製
油
所
は
敵
の
初
空
襲
を
受
け
た
。
午
前
三
時
か
ら

七
時
ま
で
約
四
回
に
わ
た
り
、
延
べ
二
〇
機
が
、
高
度
二
千

～
三
千
メ
ー
ト
ル
で
来
襲
、
爆
弾
四
〇
発
、
焼
夷
弾
約
百
発

を
投
下
し
た
。
第
一
製
油
所
Ｋ
二
〇
番
タ
ン
ク
が
発
火
炎
上

し
た
が
翌
十
二
日
に
は
消
火
し
、
被
害
は
軽
少
で
あ
っ
た
。

二
、
パ
レ
ン
バ
ン
製
油
所
第
二
、
第
三
次
空
襲
、
一
月
二
十
四

日
十
時
十
分
敵
艦
載
機
約
百
機
（
英
極
東
艦
隊
所
属
）
が
来

襲
、
第
一
製
油
所
に
爆
弾
百
発
を
投
下
し
た
。
約
十
カ
所
か

ら
同
時
に
発
火
し
製
油
所
は
火
の
海
と
化
し
た
。

発
電
所
、
分
解
及
び
改
質
装
置
、
原
油
蒸
留
装
置
が
中
破

し
た
。
死
傷
者
は
日
本
人
、
現
地
人
合
わ
せ
て
百
人
に
達
し

た
。
笠
原
隊
長
の
適
切
な
消
火
指
導
で
翌
二
十
四
日
、
九
時

四
五
分
完
全
に
鎮
火
し
た
。

同
月
二
十
九
日
十
時
三
十
分
、
敵
艦
載
機
約
一
二
〇
機
が

第
二
製
油
所
に
来
襲
、
投
下
爆
弾
約
百
発
、
各
製
油
施
設
、

タ
ン
ク
は
火
に
包
ま
れ
、
そ
の
ホ
テ
リ
で
五
〇
メ
ー
ト
ル
以

内
に
は
楯
な
し
に
は
接
近
で
き
ぬ
状
況
に
な
っ
た
。
し
か
し
、

鋭
意
消
火
に
努
め
た
結
果
二
〇
八
番
タ
ン
ク
一
基
を
残
し
て

日
没
ま
で
に
鎮
火
さ
せ
た
。

製
油
施
設
の
被
害
は
意
外
に
軽
微
で
あ
っ
た
が
、

日
本
人
、

現
地
人
合
わ
せ
て
約
二
百
名
の
死
傷
者
を
出
し
た
。
こ
の
中

に
は
戦
闘
指
揮
所
の
隣
室
で
空
襲
中
に
も
退
避
せ
ず
、
作
戦

命
令
の
電
話
交
換
に
従
事
し
た
川
田
女
子
雇
員
の
痛
ま
し
い

最
後
も
含
ま
れ
て
い
た
。
五
〇
キ
ロ
爆
弾
の
直
撃
を
受
け
た

の
で
、
三
〇
セ
ン
チ
の
防
護
壁
も
根
本
か
ら
フ
ッ
飛
ん
で
し

ま
っ
た
。

二
〇
八
番
タ
ン
ク
の
火
勢
は
な
か
な
か
衰
え
ず
、
翌
々
三

十
一
日
、
二
二
時
十
分
、
発
火
後
六
〇
時
間
を
経
て
鎮
火
し

た
。
こ
の
時
の
消
火
方
法
は
周
囲
に
築
堤
し
、
水
攻
め
で
逐

次
火
元
を
縮
め
、
最
後
に
フ
ォ
ー
マ
イ
ト
を
一
斉
放
射
し
た



も
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
全
般
の
戦
局
は
す
べ
て
絶
望
的
に
な
り
、

ル
ソ
ン
島
は
す
で
に
米
軍
の
占
領
下
に
な
っ
た
。
三
月
中
旬

硫
黄
島
玉
砕
、
三
月
上
旬
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
出
帆
し
た
船
団

が
内
地
へ
の
石
油
還
送
の
最
後
の
便
と
な
っ
た
。

三
月
二
十
四
日
、
光
島
丸
と
富
士
丸
が
一
万
六
千
キ
ロ
リ

ッ
ト
ル
の
石
油
を
積
ん
で
徳
山
に
無
事
到
着
し
た
の
を
最
後

に
、
南
方
と
内
地
を
つ
な
ぐ
油
の
流
れ
は
プ
ッ
ツ
リ
切
れ
、

石
油
作
戦
の
破
局
を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

三
月
三
十
一
日
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
石
油
中
継
基
地
が
徹

底
的
な
爆
撃
を
受
け
完
全
に
機
能
を
停
止
、
南
方
地
域
は
完

全
に
敵
機
の
制
空
権
内
に
入
り
石
油
の
補
給
も
、
小
型
船
に

よ
る
い
わ
ゆ
る
蟻
輸
送
に
よ
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。

パ
レ
ン
バ
ン
製
油
所
が
、
三
回
の
本
格
的
空
襲
を
受
け
な

が
ら
（
パ
レ
ン
バ
ン
防
空
隊
の
活
躍
の
も
と
）
不
屈
の
大
和

魂
で
ダ
ル
マ
の
よ
う
に
七
転
八
起
き
し
、
処
理
能
力
の
五
〇

パ
ー
セ
ン
ト
を
保
持
し
得
た
こ
と
の
要
因
は
、
①
施
設
に
対

す
る
防
衛
工
事
が
完
壁
に
近
く
実
施
さ
れ
て
い
た
。
②
敵
弾

下
で
製
油
施
設
の
緊
急
運
転
制
御
が
適
切
に
行
わ
れ
た
。
③

消
火
活
動
が
敏
速
機
敏
か
つ
適
切
に
行
わ
れ
た
結
果
で
あ
ろ

う
。防

空
隊
が
、
十
二
セ
ン
チ
口
径
高
射
砲
を
も
っ
て
高
々
度

の
Ｂ29

超
爆
撃
機
三
機
撃
墜
し
た
の
を
始
め
、
約
四
十
門
の

高
射
砲
が
パ
レ
ン
バ
ン
を
守
っ
た
が
、
衆
寡
敵
せ
ず
、
製
油

所
は
火
災
を
起
こ
し
た
。
こ
れ
を
パ
レ
ン
バ
ン
石
油
人
た
ち

が
生
命
を
か
け
て
復
旧
し
守
り
続
け
た
施
設
も
、
制
空
権
下

で
は
搬
出
航
路
を
ズ
タ
ズ
タ
に
切
断
さ
れ
、
そ
れ
を
活
用
す

る
す
べ
も
な
く
な
り
、
昭
和
二
十
年
三
月
を
期
し
そ
の
運
転

を
停
め
た
。
し
か
し
、
敵
上
陸
に
備
え
て
最
後
ま
で
燃
料
の

補
給
を
維
持
す
る
た
め
に
、
ジ
ャ
ン
グ
ル
内
に
工
場
を
分
散

し
た
。
…
…

こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
防
空
隊
高
射
砲
連
隊
は
馬
来
半
島

転
進
、
ビ
ル
マ
北
上
を
命
ぜ
ら
れ
た
。




